
刑事医療過 点の整理に

高まる医療従事者の法的責任に関する知識への

ニーズ

弊社のメディカルリスクマネジメント室はこの

10年余り，病院などの医療機関・病院団体や医

師をはじめとする医療従事者を対象に，医療安全

管理体制の構築に向けたコンサルティングおよび

セミナー開催などを主な業務として取り組んでき

ました。業務を始めた当初から，医療過誤や医療

事故に関する民事上の訴訟は増加傾向にあり，現

場の医療従事者や事務職の皆さんは，それなりに

対応に苦慮されていました。

当時は現場の皆さんから，組織としてリスクマ

ネジメントに取り組むにはどんなところから始め

たらいいのか，全国的にはどんな事故例があるの

か，医療安全の風土を醸成するにはどんな研修や

教育プログラムをつくったらいいのかといった質

問や依頼が多かったと記憶しています。その後，

1999年の手術患者取り違え事故をきっかけに，

医療界全体に医療安全への取り組みが一気に加速

し，今ではどこの病院でもリスクマネジャーを設

置し，独自の安全対策を検討するようになってき

ました。そうした環境変化のなかで，最近では，

弊社に対する質問やセミナーの依頼も，医療従事

者の法的責任に関する内容が非常に増えてきてい

ます。とりわけ医療従事者の皆さんにとって，医

療過誤に関する刑事訴訟は自分自身に振りかかっ

てくる現実の問題として関心も高く，事例を通し

て問題点をきちんと学習しておきたいというニー

ズが高いのだと推察します。

最近の医療事故における刑事訴訟の実際を知り

活用するのに最適

弊社では，そうした要望に応えるときに，本書

を大いに参考にしています。医療事故に関する文

献は相当数ありますが，刑事事案だけに的を絞っ

たものはほとんどありません。その点，本書は最

近5年間の79例に及ぶ事例が掲載され，しかも

態様別に分かれており，大変検索がしやすい構成

になっています。

特に前半は，最近の刑事訴訟の大まかな流れと

傾向が書かれており，そこだけを読んでも医療現

場の方々が法的に留意しなければいけないポイン

トがよく理解できると思います。法律の専門家で

ない医療従事者の皆さんにとっては，こうした判

例にはとっつきにくいと感じるかもしれませんが，

各判例の冒頭には当該事案の要旨と他の類似事案

の紹介もされており，問題点が整理しやすくなっ

ています。法的責任を論じるときには個々の事例

にあたることが大事であり，自分の職種や職場環

境に照らして事例を熟読すると，一層身近な問題

として理解できると思います。また，時間の経過

などの事例の詳細も分かることから，院内でのシ

ミュレーション研修を開催する際の題材として活

用するといった方法も考えられます。

リスクマネジャーや医療安全管理部門はもとよ

り，看護管理者の方々にも，ぜひ本書を積極的に

活用されることをお勧めします。
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